
令和４年度
義務教育学校 東山泉小中学校 経営構想図

目の前の子どもに よりそい 一人ひとりの子どもを徹底的に大切にする

＜育成を目指す資質能力＞

社会と自分との繋がりを考えながら，学び続ける力

「学校教育目標」の実現
人との関わりの中で

真の逞しさを身につけた 児童生徒の育成

社会を生き抜く「力」の育成
確かな学力・豊かな心・健やかな身体

義務教育学校としての

小中一貫教育の推進

学びのスタンダート゛による

授業の展開

＜１st  ステージ＞

あたたかく思いやりのある児童 ねばり強くあきらめない児童

＜２nd ステージ＞

人を慮りながら 理想の実現を追求し続ける児童生徒

１０年後，２０年後の

社会人，職業人，地域社会の一員

として生きるために

義務教育は人生の早い段階での通過期間であり，

９年間で完結するものではない。

しかし繋がっていなければならない

全学年の授業で，

学びの「ルール」「プロセス」「かたち」手法

手段

目標

目的

【重点目標】

「５・４制 施設併用型義務教育学校」の特性を活かした“持続可能な教育活動”を構築する

【学校経営方針】

向学・才知・立志

＜研究推進部＞

児童生徒・教職員の

＜生き方支援部＞

多様性の尊重 社会貢献 自己実現

＜生活支援部＞

自己指導能力を高める

自己理解能力

自己管理能力

主

体

性

社

会

性

人間関係形成

社会形成能力

令和４年度研究テーマ

＜令和４年度研究指定＞ 文部科学省「授業時数特例校」 京都市教育委員会「カリキュラム・マネジメント実践研究事業」


